
 

 

 

 

第５０回定時総会議案 

（令和４年度） 

 

 

 

               日 時  令和４年６月２０日   １４時００分  

 

         場 所  京都 JA ビル会議室(202＋203) 

 

 

 

 

 

         総 会 次 第 

  １ 開 会 

  ２ 理事長あいさつ 

 ３ 議事録署名人の選出 

 ４ 議案審議 

 ５ 閉 会 

 

 

公益社団法人京のふるさと産品協会 

  



第５０回定時総会議案 

 

 

 第５０回定時総会の議案を下記のとおり提出します。 

 

 

  令和４年６月２０日 

 

                  公益社団法人京のふるさと産品協会 

                                       理 事 長  小 田 一 彦 

 

議事 

  

 第１号議案 令和３年度事業報告及び収支決算について 

 

 第２号議案 会費等に関する規程の一部改正について 

 

  第３号議案 令和４年度会費の賦課・徴収方法について 

 

  第４号議案  役員の選任について 

    





２ 業務の概要 
 

ブランド推進事業  

 

１ ブランド認証事業 

（１）ブランド認証の状況 

   ブランド認証品目：３１品目（内加工品２） 

   ブランド指定産地：１１３産地 

 

（２）ブランド認証審査会の開催状況 

 

開催日 審査会名 審 議 内 容 

令和３年９月 ９日 幹事会（青果、豆・酒米） ブランド産地新規指定・期間の更新について 

    ９月２７日 京野菜審査会           〃 

令和４年３月１１日 合同幹事会（青果、豆・酒米、京の酒・京漬物） ブランド産地指定期間の更新について  

      ３月１１日 幹事会（水産） ブランド産地新規指定について 

      ３月２４日 京野菜審査会 ブランド産地指定期間の更新について 

           〃 農林水産品審査会 ブランド産地新規指定について 

 

 

２「ニューノーマルの生活様式」に対応したＰＲ強化 

（１）高級量販店等販路開拓に向け、消費者ニーズに即したＰＲ強化 

①「簡単・早い・おいしい」レシピを作成、レシピカード・動画でＰＲ 

  消費動向の変化に即し、消費者向けレシピを６品目作成 消費拡大に活用 

  ・レシピカード：５品目（京みず菜、京壬生菜、京山科なす、九条ねぎ、伏見とうがらし）  

  ・レシピ動画 ：１品目（聖護院かぶ） 

 

 

 

 

 

 

 

 聖護院かぶの消費者向けレシピを生産者が考案      ほんまもん京野菜取扱店等でＰＲ 

  協会のＰＲ動画にも出演         

 

 

 

 

 

カルパッチョ      麻婆かぶら         野菜あんかけ        生春巻き 

 



           

②高級量販店等を販路開拓し、動画放映モニターを設置・顧客アピール 

 ＪＡ全農出荷計画に合わせ「簡単・早い・おいしい」レシピを店頭・SNS で発信 

・店頭試食ができないため、店頭でレシピ配布・動画放映でＰR 

 協会ＨＰ・ＳＮＳ・YouTube でも情報発信 

・店頭販促強化のため新たに京野菜グッズを作成・ＰＲ 

 ・㈱ミツカンとＪＡ全農園芸課・協会コラボで、聖護院かぶ・聖護院だいこんレシピ 

  作成、京都府内量販店３０店舗でＰＲ展開 

 

  料理レシピ動画                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新宿高島屋京野菜フェア        販促グッズ 

（京野菜イラスト入りコースタ－・マグネットクリップ） 

 

（首都圏ＰＲ） 

首都圏１４店舗で計７０回の販売促進ＰＲを実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハヤシフルーツ渋谷本店               ハヤシフルーツ吉祥院店        九州屋町田店 

 

 

＜高級量販店等販路開拓に向け、消費者ニーズに即したＰＲ強化 成果と課題＞ 

〇新宿高島屋で「京野菜フェア」を試行したところ、JA全農京都からの多彩な品 

目配送と動画放映や生産現場の写真を掲示するなどで産地感を出すなど工夫し 

たＰＲで好評 

〇店舗と協働でＰＲ手法をブラッシュアップし、首都圏他店舗に拡大展開する 

 ことが必要 

 



 

（２）若い世代の需要拡大に向け、オンライン料理教室などによりＰＲ 

①首都圏の料理が好きな若年層をターゲットに、新たな京野菜ファン獲得のための 

 料理教室・セミナーを実施    

 

〇京野菜お試し会（料理デモンストレーションと試食） 

  新たなＰＲ手法試行：インフルエンサー（ＡＢＣブランドアンバサダー）がＳＮＳで情報拡散 

  日 程  ９月３日～２２日 

  会場等  ＡＢＣクッキングスタジオ 首都圏５スタジオ 延べ２５回 

 （新宿高島屋タイムズスクエア、ルミネ池袋、丸の内、ルミネ立川、渋谷） 

  食 材 万願寺甘とう               

  内 容 『万願寺甘とうのプリン』料理デモ・試食   

産地動画放映 

  参加者  １，４２０名             

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

インフルエンサーがＳＮＳで拡散 

〇東京ガス料理教室 

「旬の京野菜を味わうオンライン料理教室」       

 （第１回） 

   日 程 １１月１３日 

   会場等  東京ガス・Studio +G Ginza（スタジオ プラスジー ギンザ） 

   食 材 九条ねぎ・京こかぶ 

  内 容 九条ねぎの豚バラ巻き 

～柚子胡椒ドレッシング～ 

京こかぶのポタージュ 

   参加者  ２４名 

  

 （第２回） 

日 程 １２月４日 

会場等  東京ガス・Studio +G Ginza 

食 材 えびいも・京丹波大黒本しめじ 

内 容 えびいも（こえびちゃん）の 

    豆乳味噌グラタン 

    京丹波大黒本しめじ炒めなます 

参加者 ２０名 

 



 

②あじわい館等で「オンライン料理教室」 

〇「次世代の京料理人に習う和食」 

  ・京都の老舗料亭・料理店の次世代を担う若手料理人（京都料理芽生会）を講師に 

京料理の基本を習う講座 

  ・旬の京野菜を各回提供（５回） 

  7 月 26 日 講師：天喜 石川輝宗氏 

       賀茂なす、万願寺甘とう、九条ねぎ、京夏ずきん 

  8 月  5 日 講師：山ばな平八茶屋 園部晋吾氏 

             万願寺甘とう 

    8 月 23 日  講師：松正 小笹正義氏 

             京壬生菜、京みず菜、万願寺甘とう、賀茂なす、京たんご梨 

  12 月 20 日 講師：草喰なかひがし 中東克之氏 

京こかぶ、金時にんじん、九条ねぎ 

  2 月 24 日 講師：乙文 木村一智氏 

       花菜、九条ネギ、京たけのこ、京みず菜 

 

〇オンライン講演会 

・７月１７日 

 テーマ：「京野菜の魅力を探る！～見て、味わって、健康的に！」  

 内 容：教材として「万願寺甘とう・賀茂なす」事前配送  

    夏バテ予防のアレンジレシピ等を紹介 

 講 師：食の語り部 松田 武子氏 

・２月１７日 

 テーマ：「知って味わう京の海の幸～美味しさと健康の両面から～  

 内 容：教材として京のプライドフィッシュ「京鰆さわら（切身）」「花菜・京みず菜」事前配送  

    魚食と健康の話、アレンジレシピを紹介 

 講 師：民野 摂子氏（管理栄養士・野菜ソムリエプロ）   

 

〇朝日カルチャーセンターのオンライン講座（協賛） 

・５月１日 

・京のおばんざいを作りましょう～京 野 菜が ご 自宅 に 届き ま す～  

・講師 さくらい じゅんこ氏 （ 株 式 会 社 イ ル サ ー レ 代 表 取 締 役 、 野 菜 ソ ム リ エ 、 食 の プ ロ デ ュ ー サ ー ）  

 

＜若い世代の需要拡大に向け、オンライン料理教室などによりＰＲ成果と課題＞ 

〇お試し会参加者アンケート：満足度（美味しいと感じた方）９０．２％ 

〇ＳＮＳと併用した実感型ＰＲは好評 コストを勘案しながらの活用が必要 

 オンラインのみの料理教室は参加しやすい半面、YouTubeとの競合等課題があり、 

 魅力を増す工夫が必要 

〇幅広い世代の需要拡大に向け、オンライン・対面型それぞれの良さを生かした料理教 

 室、試食会など京都産の良さを実感してもらう取組を継続することが必要 

〇消費者、特に若い世代の視点から、京野菜等の栄養・健康機能性・料理特性等新たな 

 価値をＳＮＳ等で情報発信する消費者参加型ＰＲ方法の開拓が今後必要 



 

（３）流通・料理店関係者に向け、オンラインで情報発信 

流通・料理店関係者に向け、オンライン・対面両方で情報発信 

○京野菜等のこだわりを伝えるため、料理店等から好評の「産地見学会」を 

 オンライン形式で、手づくりにより３回実施 

 

（第１回） 

 日  程 ７月２７日 

内 容     

  ・「万願寺甘とう」綾部市 

  出演：ＪＡ京都にのくに 赤堀さん 

・京野菜の機能性・栄養面も紹介 

 講師：野菜ソムリエ 民野摂子氏 

 

（第２回） 

日  程  １０月２６日 

内 容 

・「えびいも」京丹後市久美浜町  

出演：JA 京都 増馬えびいも部会長 

・「堀川ごぼう」丹後町間人 

  出演：JA 京都 野木堀川ごぼう部会長 

     

（第３回） 

日  程  １月２０日 

内 容 

・「聖護院だいこん」久御山町  

出演：JA 京都やましろ 松岡さん 

・「聖護院かぶ」亀岡市篠町      

  出演：JA 京都 木村さん  

 

＜流通・料理店関係者に向け、オンラインで情報発信成果と課題＞ 

〇コロナ禍のため、オンラインによる産地見学会試行 

 産地と青果バイヤー・料理人をつなぎ、交流することを目的に企画 

 アンケートでは「それぞれの品目の圃場を初めて見られて良かった」「次回も参加 

 したい」「生産者のこだわり、苦労が伝わった」などの声 

〇協会手づくりのため、撮影・通信の技術面等懸念されたが、特産物育成協議会・ 

 ＪＡ・生産者との連携により、出荷の時期に合わせ３回実施 

〇YouTubeでも後日配信 ５００回を超える再生回数 

〇京野菜等のこだわりを産地から生で伝え、料理店等から好評なことから、より魅力 

 ある企画・分かりやすい情報提供方法にブラッシュアップして継続ＰＲ 

〇「百聞は一見にしかず」の産地見学会の動画・写真等のコンテンツを、新たに流通 

 関係者向け販売促進ＰＲにも活用する手法を開発・試行することが必要 

                                                                               



 

３ 多様な媒体によりターゲット別に情報発信 

 （情報誌「元気印」「元気印ミニ」、ホームページ・Facebook 等） 

（１）消費者・料理店・流通・生産者をつなぐ情報発信 

   京野菜等のこだわりなどの産地情報をホームページやＳＮＳ等も活用しながら、 

   幅広い層に提供し、消費者・小売店・料理店・産地のつながりを強化 

    

○報誌「元気印」 

産地、協会の情報を販売者・料理人・消費者に 

つなげるため、旬の京野菜提供店・ほんまもん京野菜取扱店 

・ＪＡ・生産部会等に送付 

 

 ○「元気印ミニ」新刊 

 出荷時期に合わせ、旬の産地 

情報を届けるため新刊 

 隔月５回発行 

 

（２）ＳＮＳ（Instagram・Facebook・YouTube）等で消費者等に情報提供 

○京野菜の出荷情報やイベント情報、栽培情報、旬のレシピなどを発信 

  Instagram 等延 １６７回、YouTube １１本 発信 

 

 

 

 

 

（３）パンフレット等でＰＲ 

○「なるほどブランド産品」パンフレット作成 

 

小中学生向け啓発資料作成   

学校・行政機関等に配付   

 

 

 

 

○水産物パンフレット用画像撮影 

 新規パンフレット作成のため収穫時期に撮影 今年度は丹後とり貝 

   

 

 



 

（４）情報誌等にブランド京野菜広告                                                  

  ○「京都和食１００選」など８誌、WEB サイト「デジタル茶の湯マップ」に 

   京のブランド産品の広告を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「月刊京都」に２回特集記事を掲載 

（8 月号）賀茂なす・京山科なす       （12 月号）聖護院だいこん・えびいも・聖護院かぶ・堀川ごぼう 

        

 

 

   

 

 

 

○「京都市営地下鉄ドアステッカー広告」 

 旬の京野菜提供店をＰＲ 

 

 

（５）マスコミ・各種団体への京野菜等の情報提供 

  ○京野菜等を取り上げたい新聞記事、ＴＶクイズ番組等や子供向け教材などの取材   

  に対応 

  マスコミ等に京野菜の写真、データ等９４件提供 

 

○NHK 京都「 ニュ ー ス 630 京 い ちに ち  京 の知 恵 袋 」で  

 京のブランド産品紹介（１１月～毎月１回） 

 料理研究家 大原 千鶴 氏 

    九条ねぎ、金時にんじん、京丹波大黒本しめじ等レシピ 

 

                                                                           

 ＜多様な媒体で情報発信 成果と課題＞ 

〇情報誌、ＳＮＳ、マスコミなど多様な媒体でＰＲ 

〇媒体別にターゲットをより明確にし、産地と流通・消費者の間の情報をつなぐ 

 広報・ＰＲを強化 

〇消費者、特に若い世代の視点から、京野菜等の栄養・健康機能性・料理特性等新た 

 な価値をＳＮＳ等で情報発信する消費者参加型ＰＲ方法の開拓が今後必要（再掲） 



                                                    

４ 京野菜マルシェでの京野菜のＰＲ・販売促進 

〇京野菜マルシェでの京野菜のＰＲ・販売促進 

 

○関西圏の京野菜販売店において、夏・冬の２回 

キャンペーン展開 

［ 夏 ］ 開催期間：８月１２日～９月１２日 

         参加店舗：京都生協、イオン、スーパー山田屋等    

          ４０店 

         実施主体：京のふるさと産品協会 

［ 冬 ］ 開催期間：１１月１９日～１２月１９日 

参加店舗：１６８店（販売店 ８２店、直売所 ８６店） 

         実施主体：おいしおすえ京野菜キャンペーン実行委員会 

                （府・京都市・ＪＡ中央会・ＪＡ全農京都・協会・青果協会・京都生協）  

 

○店頭 POP やマルシェキット、キャンペーン動画を 

提供し、京野菜特設コーナーの設置を支援 

 

○京野菜の購入レシートで応募ができるプレゼント 

キャンペーンを実施し、消費者の購買意欲を喚起 

 

 

 

 ＜京野菜マルシェ 成果と課題＞ 

〇プレゼントキャンペーンの応募をＬＩＮＥ対応したところ応募者増加 

〇品目に合わせて魅力的なレシピを提案する等、事業効果をより高める取り組みが必要 

 

５ 新型コロナウイルス感染症危機克服に向け「京の食」支援 

〇飲食業界・府内産農林水産物の危機克服のため、料理人・生産者（京の酒・京漬物・ 

宇治茶・京菓子）連携・開発の「京の食」プレミアムフード（京の涼風膳・錦秋膳・ 

雪見膳）の製造・販売をオール京都で支援 

 

          

事業実施主体:「京の食」プレミアムフードコンソーシアム 

（構成）京都府、日本料理アカデミー、府茶協同組合、府酒造組合 

連合会、府漬物協同組合、京のふるさと産品協会） 

 

京の御膳（京の涼風膳・京の錦秋膳・京の雪見膳） 

販売実績：３７，５００セット 

※20,000 円相当のセットを 10,000 円で販売            

 

 



 

６ 料理専門学校・学会等でのオンライン講義・ＰＲ活動等 

〇専門学校・大学等で学び・研究する学生・教官等へブランド産品をＰＲ 

 

①和食文化学会 オンライン パネルディスカッション 

 日 程：９月５日  

 内 容：『コロナ禍！飲食現場の今とこれからを考える』 

       「京の涼風膳」ＰＲ 

   パネリスト：日本料理アカデミー  理事長 村田 吉弘   

 京都府酒造組合連合会 会長    山本 源兵衞 

 京都府漬物協同組合   理事長  森 義治  

進  行：京のふるさと産品協会 理事長 小田 一彦  

参加者：８０名 

 

②京都調理師専門学校特別講義 

   日 程：９月６日 

  内 容：京野菜のブランド化への挑戦と歴史 

参加者：約５０名（録画撮り講義を YouTube で料理人等   

社会人学び直し学生に配信） 

 

日 程：９月２９日 

  内 容：京野菜の美味しさ 

参加者：約 100 名（録画撮り講義を YouTube で学生に配信） 

                                 

③オンライン日本酒フェア 2021 で「京の酒」ＰＲ 

日 程：１０月１７日                 

   会場等：YouTube Live 配信 

   内 容：府酒造連山本会長・協会小田理事長が「京の食文化」   

と「京の酒」の魅力を全国にＰＲ 

     コロナ禍での新たな取組（「京の錦秋膳」オンライン 

販売）も紹介 

参加者：約２，０００名                 

  

                                                        

 ＜料理専門学校・学会等でのオンライン講義・ＰＲ活動等 成果と課題＞ 

○料理学校講義では「京やましろえびいも王国プロジェクト」と連携し、えびいも 

 ＰＲ（学生レストラン料理食材、教材食材等に活用）、学校サイドからも好評 

○学会等で、各団体連携し、料理店等を支援する「京の涼風膳・錦秋膳」の取組と京 

 の酒・京漬物等京のブランド産品をＰＲ 

○若い料理人・学生・研究者等料理に関心のある若年層へのＰＲは意義が大きく、学 

 校・学会等との連携を深めながら継続実施することが必要 

 

 



 

７ ほんまもん京野菜取扱店、旬の京野菜提供店と「京のおもてなし企画」 

（１）「ほんまもん京野菜取扱店」の新規認定等 

〇京のブランド産品はじめ京都府内産野菜を積極的に取り扱う店舗を「ほんまもん 

 京野菜取扱店」として協会が認定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イオンスタイル西陣小町（新規認定）        イオン久御山店（新規認定） 

 

 ＜旬の京野菜取扱店 成果と課題＞ 

○現在の認定店数は４８店（近畿圏２４、首都圏２４） 

 ＊新規認定２店、テナント変更による継続認定１店、認定取消３店（全て近畿） 

〇卸等と連携による新規店舗の開拓、店のニーズに即したＰＲ強化が必要 

 

 

（２）旬の京野菜提供店（京都エリア）」新規認定 

〇京野菜ＰＲと消費拡大のため「いつでも、京野菜が食べられるお店」を協会が認定 

 〇コロナ禍のなか、京野菜で特色を出したいと申請の京都府内１２店を新規認定 

 

   

 

 

 

＜認定式＞ 

日程：１０月１８日 

場所：京都府公館    

内容：認定楯交付（西脇京都府知事） 

 

 

                 

 ＜旬の京野菜提供店 成果と課題＞ 
 〇現在の認定店数２６３店（京都府内１９２店、首都圏７１店） 
  ＊閉店等を確認した１５店を認定取消（京都エリア１２店、東京エリア３店） 

 〇旬の京野菜提供店等との連携を強化し、京野菜等の優れた栄養面や料理特性など 

 新たな切り口で京野菜の魅力を消費者にＰＲすることが必要 



 

（３）京のおもてなし企画 
〇京野菜をはじめとする府内産農林畜水産物の消費拡大を図るため、「京のおもてなし

協議会」（構成団体：京都府、ＪＡ京都中央会、ＪＡ全農京都、京のふるさと産品協会）の枠組みで、

料理店等と連携して様々な取組を企画・推進 
 
〇「省エネ家電買替えキャンペーン」（京都府主催）に参加し、府内消費者に向け、 

「府内のおいしい特産品セット」を発送、「京の食材が食べられる商品券」発行によ 
り、府内産農林畜水産物をＰＲ 

  
○「京のおもてなし企画 Ü２０２２早春Ü」 
 キャンペーンを４６店と連携実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜京のおもてなし企画 成果と課題＞ 

〇府内産食材を使った特色ある料理店と連携し、府内産農林畜水産物をＰＲ 

〇参加料理店の増加に向け、京都府・ＪＡグループ京都一体となった取組を継続 

 

 

８ 「京の食材マーケット開拓員」が首都圏の販路開拓サポート  

〇「京の食材マーケット開拓員」を設置し、京野菜をはじめとする府内産農林水産物及  

 びその加工品について、首都圏での料飲店や業務向けの新たな需要開拓を推進 

 

〇主な活動内容 

 ・東一等首都圏卸等とのパイプ役 

 ・首都圏販路開拓先（高級量販店）情報収集・提供 

 ・協会等が行う首都圏でのＰＲ活動サポート                        

 ・ほんまもん京野菜取扱店との情報交換 

 

＜「京の食材マーケット開拓員」が首都圏の販路開拓サポート 成果と課題＞ 

〇定期的なオンライン打合せにより、卸、全農と調整しながら、高級量販店等への販路 

 開拓をサポート 

〇今後、コロナの状況のもと、高級量販店をターゲットに、首都圏卸等との調整、高級 

 量販店の販路開拓サポートに重点を置いた活動を計画 

 

 



 

９ 市場検品調査でブランド京野菜の品質確認   

〇市場流通しているブランド京野菜の品質確認のため、京都市中央卸売市場第一市場 

 で検品調査を実施 

〇ＪＡ全農園芸課と連携して、毎週２回実施 

  

＜実施期間＞通年実施 

＜回  数＞８２回（うち産品協会４５回） 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 早朝、セリ前に調査       セリ価格を聞き取り        品質チェック 

 

市場検品調査でブランド京野菜の品質確認 成果・課題＞ 

〇ブランド京野菜を中心に、規格・品質の問題点等を各産地にフィードバック 

 市況や市場関係者から聞き取ったリアルタイムの情報を、関係機関に提供 

〇今後も、京都府特産物育成協議会等の関係機関、特に産地育成推進指導員と情報共

 有を図り、産地の品質向上に向け継続実施 

 











 農産物価格安定対策事業  

 

（１）全体概要 

■４事業（野菜等経営安定対策事業、特定野菜等供給産地育成価格差補給事業、野菜計画 

生産出荷促進対策特別事業、豆類価格安定対策事業）において、５３加入産地で事業を

行い、２３産地に対して２０,００６千円の補給金を交付。前年度より大幅に増加した。 

 

■天候による作柄変動等により、価格が著しく低下することがあり、それに対応し、生産 

者が価格保証により生産・出荷を安心して進められる環境づくりと、消費者に野菜等の

安定供給を行うため、各種農産物価格安定対策事業の適正な事業実施に努めた。 

 

                 令和３年度農産物価格安定対策事業実績総括表  

 

   

 

 

 加入産地数 

 

 

交付予約数量 

（トン・千本） 

 

交付準備額 

  （千円） 

 

補給金交付額 

   （千円） 

 

野菜等経営安定対策事業 

 

31 

 

 

 

    110,974 

 

      11,262 

 

 

 

 

 

 野 菜 

 

28 

 

1,000トン 

 

    105,844 

 

       11,121 

 

 花 き 

 

3 

 

710千本 

 

      5,130 

 

        141 

 

特定野菜等供給産地育成 

 価格差補給事業 

 

4 

 

970トン 

 

20,100 

 

8,731 

 

野菜計画生産出荷促進対

策特別事業 

 

4 

 

1,075トン 

 

24,325 

 

0 

豆類価格安定対策事業 

 

14 

 

168トン 

 

     70,720 

 

           13 

 

      合   計 

 

 

 

53 

 

 

 

野菜  3,213トン 

花き   710千本 

 

 

    226,119 

 

 

 

       20,006 

 

 

     注：当協会が事業実施主体となっている事業分のみを記載。 

     事業別・産地別詳細は、別冊のとおり 



（２）事業別概要 

 

 ア 野菜等経営安定対策事業（府単独事業）                           ＊（）：前年度 

 

  区 分 

 

 

加入産地数 

 

 

交付予約数量 

（トン・千本） 

 

交付準備額 

（千円） 

 

補給金交付額 

（千円） 

 

  野 菜 

 

 

28 

(28) 

 

1,000トン 

(1,101) 

 

   105,844 

  (119,709) 

 

      11,121 

    (7,846) 

 

  花 き 

 

 

3 

(4) 

 

710千本 

(871) 

 

     5,130 

    (5,907) 

 

        141 

     (65) 

 

    計 

 

 

 

31 

(32) 

 

 

－ 

 

 

 

   110,974 

  (125,616) 

 

 

      11,262 

    (7,911) 

 

【要点】 

  〇新規加入産地 

   野菜：宇治田原町・きゅうり 

 〇産地解除 

  野菜：福知山市・実えんどう、やましろ広域（城陽市）・ねぎ（九条ねぎ） 

  花き：宇治市・コギク 

 〇交付金総額は前年に比べて４２％増加。 

 〇野菜：２８産地（４５業務区分）のうち、事業が完了した野菜２５産地（３２業務区 

  分）中、１７産地（２１業務区分）が交付対象。 

  昨年同様、春から夏にかけて葉物が単価安となり、みず菜・壬生菜・九条ねぎ・ほう 

 れんそうの８産地（１２業務区分）で補給交付金が交付された。 

  その他では、夏～秋出荷の青とうがらし・きゅうり・賀茂なすの４産地（４業務区分）、

例年安定していた豆類（黒大豆えだまめ）の３産地（３業務区分）、秋冬出荷のきゅ

うり・ブロッコリーの２産地（２業務区分）が単価安となり補給交付金が交付された。 

 〇花き：３産地（３業務区分）中、１産地（１業務区分）が交付対象。 

  産地ごとの生育や価格にばらつきがあり、作柄は平年並みながら１産地のみ補給交付

金が交付された。 

 

 イ 特定野菜等供給産地育成価格差補給事業（国庫事業）               ＊（）：前年度 

 

加入産地数 

 

 

交付予約数量 

（トン） 

 

交付準備額 

（千円） 

 

補給金交付額 

（千円） 

 

4 

(4) 

 

 

 970 

(1,070) 

 

 

    20,100 

   (22,142) 

 

 

       8,731 

      (1,162) 

 

 

 



【要点】 

 〇４産地（５業務区分）のうち全ての産地（４業務区分）で補給交付金を交付。 

  全体として前年度より７，５６９千円大幅に増加した。 

  〇交付対象となった野菜は、春キャベツ、夏秋きゅうり及び夏秋なすの３品目。 

 〇春から夏にかけて順調な天候の影響もあり生育良好であったことから、特に春キャベ

ツにおいては供給量過多となり単価下落により補給交付金を交付した。夏以後の対象

品目においては、出荷量はほぼ横ばいであるものの、単価安傾向となり補給金を交付

した。 

      

 ウ 野菜計画生産出荷促進対策特別事業（府単独事業）                 ＊（）：前年度 

 

加入産地数 

 

 

交付予約数量 

（トン・千本） 

 

交付準備額 

（千円） 

 

補給金交付額 

（千円） 

 

4 

(4) 

 

 

 1,075トン 

(1,245) 

 

 

    24,325 

   (24,325) 

 

 

          0 

         (0) 

 

【要点】 

  〇（独法）農畜産業振興機構が実施する「指定野菜事業」（国庫事業）での京都府内の 

 加入産地及びイの事業の加入産地の対象品目において、計画的に生産出荷が行われた  

場合に補給金を上乗せして交付する事業。 

 〇当年度の出荷計画に対して出荷量との乖離があったことから、補給交付金はなし。 

               

 エ 豆類価格安定対策事業（府単独事業）  

                                                                     ＊（）：前年度 

 

加入産地数 

 

 

交付予約数量 

（トン） 

 

交付準備額 

（千円） 

 

補給金交付額 

（千円） 

 

14 

(15) 

 

 

168 

(163) 

 

 

    70,720  

   (69,284) 

 

 

          13 

        (0) 

 

【要点】 

  〇補給金は現在集計中。 

 〇現時点までに集計できた産地においては、小豆の 1 産地にて少額の補給金を交付した。 

コロナ禍の影響で消費が減っており、前年度よりも出荷量が減少傾向にあり、また単

価についても安値傾向である。 

   

 オ 加工・業務用野菜生産基盤強化推進支援事業（国庫事業）  

【要点】 

  〇１団体で実施（Ｈ２８及びＨ２９採択分）。 

    （独法）農畜産業振興機構が実施する「加工・業務用野菜生産基盤強化推進事業」を 

  行う団体等の事務支援。        



参考：主な行事

月 日 行 事 等 場 所

４月

８日 全農京都園芸課打合せ 協会事務室内

９日 京のブランド産品（水産物）検査計画協議 京都府水産会館（舞鶴市）

１２日 京都府酒造組合連合会打合せ 府酒造組合連合会

新任者職場研修（13,21,28） 協会事務室内

１６日 JA京都やましろ事業打合せ JAやましろ
首都圏提供店等巡回 都内

１７日 首都圏卸等打合せ 東一ほか

１９日 JA京都にのくに 事業打合せ JAにのくに
２０日 京の食材マーケット開拓員打合せ（オンライン） 協会事務室内

日経新聞取材対応 〃

旬の京野菜提供店申請店現地調査（21,22,23,27,28） 京都市内

２１日 デジタルきらら打合せ 協会事務室内

２３日 JA京都 事業打合せ JA京都丹後営農センター

２６日 JA京都中央 事業打合 JA京都中央
２７日 特産協事務局会議（オンライン） 協会事務室内

JA京都 事業打合せ JA京都本店
２８日 府補正予算説明 協会事務室内

５月

６ 府内京野菜マルシェ打ち合わせ 事務室内

〃 おいしおすえ京野菜キャンペーン実行委員会監査 〃

旬の京野菜提供店持ち回り審査（10,11,13,17,18,20,28） 京都市内

１０ ＪＡ全農京都園芸課打合せ 全農園芸課事務所

１７ 月刊京都打合せ 事務室内

１９ 京のおもてなし協議会総会 京都ＪＡビル

〃 丹後とり貝「こだわり検査」 舞鶴市内

〃 ＪＡ京都にのくに、ＪＡ京都打合せ 各本店

２１ 「京の米で京の酒を」推進会議 府酒造組合連合会

２５ あじわい館打合せ 事務室内

２８ サン・ベジフル打合せ（オンライン） 〃

府打合せ 府庁

６月

１ 元気印ミニ取材（万願寺甘とう） 綾部市内

４ 理事会 京都ＪＡビル会議室

７ 新宿髙島屋バイヤーオンライン打合せ 全農園芸課

８ 東京ガス料理教室オンライン会議 事務所内

１０ ABC Cooking Studio打合せ 府庁

１１ 府酒造連会長打合せ 京都市内

〃 森の京都ＤＭＯ打合せ 事務所内

１４ 園芸関係機関連絡調整会議（オンライン） 〃

１５ ブランド水産物オンライン打合せ 〃

〃 イベント設営業者打合せ 京都市内

１８ 京乙普及センター意見交換 〃

２１ 金時にんじんに関する打ち合わせ 全農園芸課

〃 ブランド水産物撮影 舞鶴市内



月 日 行 事 等 場 所

６月

２２ 定時総会 京都ＪＡビル会議室

２３ オンライン産地見学会生産者打合せ 綾部市内

〃 協会事業説明回り ＪＡにのくに・京都

２４ 京都大学調査対応 事務所内

〃 特産協事務局会議 京都ＪＡビル会議室

〃 東京ガス料理教室オンライン会議 事務所内

２５ 「元気印ミニ」創刊

〃 オンライン産地見学会講師打合せ 事務所内

２８ ＪＡ京都賀茂なす出荷会議 亀岡市内

２９ こだわり生産認証検査立会（京丹波大黒本しめじ） 京丹波町内

７月

１ 東一打合せ 東京都大田市場

2～ 3 新宿高島屋京野菜フェア 髙島屋新宿店

６ イズミヤバイヤー打合せ 京都市中央卸売市場

７ 京の涼風膳プロモーション 都内（Ｈ椿山荘）

〃 髙島屋新宿店バイヤー打合せ オンライン

８ 園芸関係機関連絡調整会議 府庁

〃 特産協幹事会 〃

９ きょうと食育ネットワーク総会 オンライン

〃 京 夏ずきん出荷会議 府農林センター

10 ～ 京野菜マルシェ（イオン－地元産フェア） イオン府内各店

11
京の酒こだわり検査（13,15,16,20） 府内各酒造会社

１４ 府農林水産技術センター育種専門部会（トウガラシ等の部） 府農技センター

１５ 旬の京野菜ポスター撮影立会 府内

２６ 京都府特産物育成協議会 京都ＪＡビル

〃 京都府農林水産フェスティバル監事監査

２７ オンライン産地見学会 オンライン

２９ 価格安定対策事業電算システムに係る打合せ 府農協電算センター

量販店店頭ＰＲモニター入れ替え・ＰＲ イズミヤほか

８月

２ 「京たけのこ」検討会議 京都 JAビル
京都大学学生調査対応 オンライン

京野菜マルシェ打合せ 京印

３ 慶応大学グレッグ先生調査対応 事務所

旬の京野菜提供店取材 京都市内

４ １０月開催の産地見学会打合せ ＪＡ京都丹後統括センター

５ 聖護院大根出荷組合総会 JAやましろ久御山支店
１０ 京都府酒造連会長打合せ 京都市内

九州屋（首都圏）打合せ 事務所

１８ 観光情報誌打合せ オンライン

２３ 京の食材マーケット開拓員打合せ（オンライン） 〃

京野菜マルシェ打ち合わせ 事務所

２５ 紫ずきん出荷会議（産地） オンライン

２６ 紫ずきん出荷会議（流通業者） 〃



月 日 行 事 等 場 所

８月

２７ 「知財総合支援窓口運営業務」連携会議 オンライン

３０ 大谷大学学生調査対応 〃

京の酒こだわり検査（３、19、24）
９月

１ 京の食材マーケット開拓員打合せ（首都圏京野菜取扱拡大） オンライン

３ 九州屋（首都圏）打合せ（九州屋・東一・全農園芸課） 〃

５ 京の涼風膳オンラインＰＲ（和食文化学会＆コンソーシアム共催企画） 府庁

６ 京都調理師専門学校特別講義出講（録画撮り） 市内（右京区）

園芸関係機関連絡調整会議 オンライン

九州屋品目提案打合せ（全農園芸課） 〃

７ ブランド認証審査会 幹事会打ち合わせ 〃

９ ブランド認証審査会 幹事会 〃

１６ 価格安定対策事業・京都市打合せ 事務所内

パルスプラザ打合せ 市内（伏見区）

２１ 新宿高島屋バイヤー打合せ オンライン

京の食材マーケット開拓員打合せ 〃

２２ ブランド認証審査会会長打合せ 事務所内

２７ ブランド認証審査会（京野菜審査会） オンライン

２８ 公益法人セミナー 大阪市（西区）

２９ 京都調理師専門学校特別講義出講（録画撮り） 市内（右京区）

日本酒オンラインフェア（リハーサル） 市内（伏見区）

３０ 首都圏「京野菜フェア」取組店検討（東一・全農園芸課） オンライン

京野菜マルシェ（京都）（8/12～ 9/12） 府内量販店４０店舗

首都圏旬の京野菜料理セミナー「お試し会」（9/3～ 9/25） 首都圏料理教室５カ所

京漬物こだわり生産検査（15、22）
10月
１ 新型コロナウィルス感染症緊急事態宣言解除

２ 京都「朝食ラブⓇ」（あさくらぶ）キックオフイベント イオン京都桂川

５ 京の食材マーケット開拓員定期オンライン打合せ 事務所内

６ 元気印ミニ取材（えびいも） 京田辺市

７ 京の食材マーケット開拓員オンライン打合せ 事務所内

京野菜マルシェ打合せ 〃

園芸関係機関連絡調整会議 府庁

８ おいしおすえ実行委員会打ち合わせ 京果

１４ 量販店現地調査 市内（伏見区）

14～ 首都圏ほんまもん京野菜取扱店・東一等打合せ 都内

16
１７ 日本酒オンラインフェア 伏見酒造組合

１８ 旬の京野菜提供店認定式 京都府公館

１９ 佛教大学学生調査対応 事務所内

京野菜レシピ集企画打合せ 〃

２０ 京都府東京事務所打合せ オンライン

２１ ポスター撮影立会 向日市内

オンライン産地見学会事前打ち合わせ 京丹後市内



月 日 行 事 等 場 所

10月
２６ オンライン産地見学会 京丹後市内

２７ 中丹えびいも講習会 オンライン

聖護院だいこんＪＡ打合せ ＪＡ京都

２８ 東京ガス料理教室リハーサル オンライン

ABC Cookinng Studio 打合せ 〃

11月
１ インボイス制度講習会 市内（中京区）

公認会計士打合せ 〃 （〃）

旬の京野菜レシピ打合せ 〃 （〃）

協会業務中間まとめ意見交換 〃 （伏見区）

２ 全農園芸課打合せ オンライン

４ 京の食材マーケット開拓員定例打合せ 〃

イオン・さとう各バイヤー打ち合わせ 京印、福知山市内

京都市営地下鉄広告打合せ 事務所内

５ 産地動画撮影打合せ JA京都本店
オンライン産地見学会打合せ JAやましろ本店ほか
来年度予算打合せ 事務所内

９ 特別講義 農業大学校

「祝」こだわり検査 亀岡・南丹地域

１０ 元気印やまのいも産地取材 ＪＡ京都宮津管内

「祝」こだわり検査 丹後・中丹地域

１１ 京都調理師専門学校打合せ 市内（右京区）

協会業務中間まとめ意見交換 府庁

１３ 旬の京野菜を味わうオンライン料理教室 オンライン

１６ 聖護院だいこん出荷会議 JAやましろ久御山支店
園芸関係機関連絡調整会議 府庁

１７ 「祝」こだわり検査 事務所内

協会業務情報交換 ＪＡやましろ本店

日本大学学生調査対応 事務所内

１８ 京都マルシェ全農打合せ 京都ＪＡビル内

理事との情報交換 ＪＡ京都やましろ

１９ ＪＡ京都市秋季農産物品評会 平安神宮

聖護院かぶ産地撮影 亀岡市内

元気印やまのいも取材 ＪＡ京都亀岡川東支店

２２ レシピ動画撮影立会 あじわい館

全農京都・ミツカンコラボレシピ試食会 ミツカン大阪支店

電子帳簿保存法セミナー オンライン

２４ 聖護院かぶ動画産地撮影 亀岡市内

バイヤー等打合せ 京印

京大院生調査対応 事務所内

２５ 旬の京野菜レシピ撮影 市内（中京区）

２６ 府育成中の赤とうがらしの形状確認と意見交換 中央卸売市場

京野菜マルシェ業務 府内関係店舗

「祝」こだわり検査 事務所内

３０ 京都府公益法人立入検査 京都ＪＡビル内

ＪＡにのくに広報誌新年座談会対応 ＪＡにのくに本店

京こかぶ品種比較検討会 京都府農林センター



月 日 行 事 等 場 所

12月
１ 京たけのこ検討会（第２回） 京都ＪＡビル

２ 京のブランド産品冬ポスター撮影 向日市内

２～４ 首都圏京野菜取扱強化打合せ 東京都内

３ 丹波大納言パンフ制作全農打合せ 京都ＪＡビル

４ 東京ガス・旬の京野菜を味わうオンライン料理教室 オンライン

７ 紫ずきん反省会 京都ＪＡビル

丹後水産物ブランド推進協議会（とり貝部会） 舞鶴市（府水産会館）

８ 万願寺甘とう部会協議会役員会 ＪＡにのくに本店

１０ 紫ずきん反省会 府農林センター

１４ 京野菜レシピデザイン打合せ 京都市内

１５ 全農京都園芸課打合せ 市中央卸売市場

１６ ブランド規格打ち合わせ 府森林組合連合会

１７ 園芸関係機関連絡調整会議 府庁

特産協事務局産地指導員合同会議 京都ＪＡビル

サンベジフル新宿高島屋打合せ オンライン

２０ ＪＡ京都市打合せ ＪＡ京都市本店

２１ 来年度予算府打合せ 事務所内

理事との情報交換 京果

２３ 賀茂なす研修会 ＪＡ京都亀岡中部支店

京こかぶ品種比較検討会 府農林センター

１月

５ 京都市中央卸売市場初市式 京都市中央卸売市場

７ 産地見学会打合せ（聖護院かぶ） 亀岡市篠

１１ 広告事業打合せ：あまから手帖 事務所内

１２ 花菜目合わせ会 JA京都中央乙訓支店
１３ 京の食材マーケット開拓員打合せ オンライン会議

インボイス制度講習会受講 京都市内

１４ レシピデザイン打合せ 〃

来年度事業打合せ 府庁

１７ 産地見学会打合せ（聖護院だいこん） 久御山町

公益法人会計セミナー受講（１７～１８） 大阪市内

１８ 元気印ミニ取材（花菜） JA京都中央乙訓支店
２０ オンライン産地見学会 久御山町・亀岡市

２１ 顧問会計士打合せ 事務所内

２５ 全農園芸課打ち合わせ 京都市中央卸売市場

京の食材マーケット開拓員打合せ オンライン会議

２８ ABC Cooking Studio 打合せ 京都市内

２月

１ 園芸関係機関連絡調整会議 オンライン

２ 大規模契約栽培産地育成強化推進事業説明会 〃

３ 府来年度予算説明会 府庁

８ 2022年度販促計画打合せ 全農園芸課事務所

首都圏定期ミーティング 〃

公益法人セミナー参加 大阪市内

１５ 府との来年度予算協議 事務所内



月 日 行 事 等 場 所

２月

１７ 京の食文化の語り部オンライン講演会 あじわい館

知財総合支援窓口関係機関連携会議 京都市内（キャンパスプラザ）

２１ オンライン産地見学会首都圏打合せ オンライン

２２ 首都圏定期ミーティング 〃

２４ あじわい館料理教室 あじわい館

３月

２ 野菜ソムリエコミュニティ京都と次年度計画打合せ 事務所内

７ 旬の彩り京野菜レシピ撮影立会 京都市内

８ 首都圏定期ミーティング 事務所内

京都府農林水産フェスティバル次年度計画打合せ 〃

９ 府部長・副部長へのブランド戦略調書説明 府庁

京のブランド産品知財についての農政局との情報交換 京都ＪＡビル会議室

京のブランド水産品協議 オンライン

１０ ブランド産品レシピ打合せ 京都市内

１１ ブランド認証審査会 青果等合同幹事会 京都ＪＡビル会議室

〃 水産幹事会 京都府水産会館（舞鶴市）

春野菜ポスター撮影立会 向日市内

１４ 理事会 京都ＪＡビル会議室

１５ 京の食材マーケット開拓員選定意見聴取会 オンライン

早稲田大学学生調査対応 京都ＪＡビル会議室

１６ ＪＡ全農京都府本部との事業打合せ ＪＡ全農京都府本部

ブランド認証審査会長事前打合せ 事務所内

１７ 元気印ミニ取材 綾部市内

１８ ABCクッキングスクールとの次年度事業打合せ 京都市内

２２ 首都圏定期ミーティング オンライン

丹後水産物ブランド推進協議会 京都府水産会館（舞鶴市）

２３ 府との次年度予算協議 事務所内

２４ ブランド認証審査会 京都ＪＡビル会議室

新宿高島屋サンフレッシュ打合せ オンライン

あじわい館運営委託契約のプロポーザル審査会 京都市中央卸売市場

２８ こだわり生産プロジェクト事業補助金実地検査受検 事務所内

市場検品調査：ＪＡ全農園芸課と連携し毎週２回実施



Ⅱ　収支決算

１．

2,402,007 13,034,353 △ 10,632,346
0 180,000 △ 180,000

前払費用 262,460 262,460 0
流動資産合計 2,664,467 13,476,813 △ 10,812,346

２．

（１）特定資産

1,000,000 1,000,000 0
99,711,576 117,419,104 △ 17,707,528
16,303,566 21,561,119 △ 5,257,553

24,325,151 24,325,151 0

70,707,568 69,284,412 1,423,156
特別印刷積立資産 6,000,000 6,000,000 0
ソフトウェア 5,040 65,520 △ 60,480

特定資産合計 218,052,901 239,655,306 △ 21,602,405
（２）その他固定資産

5,511,827 5,511,827 0
備品 1,599,901 1,182,219 417,682

10,000 10,000 0
その他固定資産合計 7,121,728 6,704,046 417,682
固定資産合計 225,174,629 246,359,352 △ 21,184,723
資産合計 227,839,096 259,836,165 △ 31,997,069

１．

4,051,940 10,424,165 △ 6,372,225
83,004 159,232 △ 76,228

流動負債合計 4,134,944 10,583,397 △ 6,448,453
２．

1,000,000 1,000,000 0
99,711,576 117,419,104 △ 17,707,528

16,303,566 21,561,119 △ 5,257,553

24,325,151 24,325,151 0

70,707,568 69,284,412 1,423,156

固定負債合計 212,047,861 233,589,786 △ 21,541,925
負債合計 216,182,805 244,173,183 △ 27,990,378

１．指定正味財産

指定正味財産合計 0 0 0
２．一般正味財産 11,656,291 15,662,982 △ 4,006,691

（うち特定資産への充当額） （ 6,005,040 ） （ 6,065,520 ） （ △ 60,480 ）
正味財産合計 11,656,291 15,662,982 △ 4,006,691
負債及び正味財産合計 227,839,096 259,836,165 △ 31,997,069

退職給付引当金

前受野菜等経営安定対策事業交付
準備金

前受特定野菜等供給産地育成価格差
補給事業交付準備金

前受野菜計画生産出荷促進対策特別
事業交付準備金

前受豆類価格安定対策事業交付
準備金

Ⅲ　正味財産の部

出資金

Ⅱ　負債の部

流動負債

未払金

預り金

固定負債

野菜等経営安定対策事業積立資産

特定野菜等供給産地育成価格差補給
事業積立資産

野菜計画生産出荷促進対策特別事業
積立資産

豆類価格安定対策事業積立資産

会費調整積立資産

Ⅰ　資産の部

流動資産

現金預金

未収金

固定資産

退職給付積立資産

（単位：円）

科　　　　　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減

（１）　貸　　借　　対　　照　　表

令和４年３月３１日現在



Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

受取会費 （ 21,152,000 ） （ 21,152,000 ） （ 0 ）
正会員受取会費 21,072,000 21,072,000 0
賛助会員受取会費 80,000 80,000 0

受取補助金等 （ 52,235,677 ） （ 105,421,737 ） （ △ 53,186,060 ）
受取ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ推進事業補助金 39,423,000 95,718,000 △ 56,295,000

10,609,445 9,200,191 1,409,254

2,178,955 290,498 1,888,457

24,277 33,048 △ 8,771

受取価格安定対策事業補助金 0 180,000 △ 180,000
受取助成金等 （ 4,373,365 ） （ 580,997 ） （ 3,792,368 ）

4,373,365 580,997 3,792,368

受取負担金 （ 19,500,418 ） （ 16,217,562 ） （ 3,282,856 ）
受取負担金１号 10,609,462 9,200,203 1,409,259
受取負担金３号 2,178,957 290,499 1,888,458
受取負担金５号 24,279 33,048 △ 8,769
受取分担金 6,687,720 6,693,812 △ 6,092

雑収益 （ 130,846 ） （ 311,259 ） （ △ 180,413 ）
受取利息 16,146 19,030 △ 2,884
雑収益 114,700 292,229 △ 177,529

経常収益計 97,392,306 143,683,555 △ 46,291,249
（２）経常費用

事業費 （ 93,627,308 ） （ 134,738,180 ） （ △ 41,110,872 ）
役員報酬 5,695,784 6,984,290 △ 1,288,506

18,953,677 20,437,197 △ 1,483,520
賃金 1,409,510 1,251,070 158,440
諸謝金 191,240 136,100 55,140
福利厚生費 17,787 50,873 △ 33,086
法定福利費 4,767,199 4,763,714 3,485
会議費 65,080 46,041 19,039
旅費 1,119,472 679,406 440,066
通信運搬費 1,446,574 1,005,712 440,862
減価償却費 424,708 254,874 169,834
消耗品費 1,476,795 1,251,501 225,294
印刷資料費 4,535,140 6,396,650 △ 1,861,510
光熱水費 301,584 297,403 4,181
賃借料 2,761,794 1,853,701 908,093
支払手数料 966,665 1,112,976 △ 146,311
支払保険料 34,182 29,745 4,437
租税公課 4,200 4,400 △ 200
委託料 9,897,517 8,553,837 1,343,680
広告宣伝費 8,082,844 6,353,327 1,729,517
支払負担金 1,145,580 833,000 312,580
支払助成金 328,727 52,813,879 △ 52,485,152
支払補助金等

21,218,907 18,400,394 2,818,513

8,731,277 1,161,994 7,569,283

48,557 66,096 △ 17,539

雑費 2,508 0 2,508

受取野菜等経営安定対策事業
交付準備金

受取特定野菜等供給産地育成
価格差補給事業交付準備金

受取豆類価格安定対策事業
交付準備金

受取特定野菜等供給産地育成
価格差補給事業交付助成金

給料手当

支払野菜等経営安定対策
事業交付準備金

前　年　度 増　　　減

支払特定野菜等供給産地育
成価格差補給事業交付準備金

支払豆類価格安定対策事業交付準備金

（単位：円）

科　　　　　　　　　　目 当　年　度

（２）　正　味　財　産　増　減　計　算　書

令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで



前　年　度 増　　　減

（単位：円）

科　　　　　　　　　　目 当　年　度

管理費 （ 7,771,689 ） （ 7,943,572 ） （ △ 171,883 ）
役員報酬 2,053,454 2,466,937 △ 413,483
給料手当 2,465,693 2,422,246 43,447
福利厚生費 6,338 12,818 △ 6,480
法定福利費 686,364 680,258 6,106
会議費 163,133 76,108 87,025
旅費 75,218 47,070 28,148
通信運搬費 151,024 124,442 26,582
減価償却費 172,890 177,582 △ 4,692
消耗品費 346,964 410,824 △ 63,860
印刷資料費 142,968 44,639 98,329
光熱水費 60,460 59,624 836
賃借料 553,686 371,630 182,056
支払手数料 213,551 823,801 △ 610,250
支払保険料 26,094 20,105 5,989
租税公課 2,550 2,550 0
委託料 651,081 190,704 460,377
支払負担金 221 9,642 △ 9,421
雑費 0 2,592 △ 2,592

経常費用計 101,398,997 142,681,752 △ 41,282,755
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 4,006,691 1,001,803 △ 5,008,494
評価損益等計 0 0 0
当期経常増減額 △ 4,006,691 1,001,803 △ 5,008,494

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0
（２）経常外費用

除去損失 （ 0 ） （ 209,576 ） （ △ 209,576 ）
備品除去損 0 209,576 △ 209,576

経常外費用計 0 209,576 △ 209,576
当期経常外増減額 0 △ 209,576 209,576
当期一般正味財産増減額 △ 4,006,691 792,227 △ 4,798,918
一般正味財産期首残高 15,662,982 14,870,755 792,227
一般正味財産期末残高 11,656,291 15,662,982 △ 4,006,691

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 11,656,291 15,662,982 △ 4,006,691









１　重要な会計方針

（１） 固定資産の減価償却の方法

（２）引当金の計上基準

（３）リース取引の処理方法

（４）消費税等の会計処理

２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円)
前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

1,000,000 0 0 1,000,000

117,419,104 9,413,274 27,120,802 99,711,576

21,561,119 5,181,624 10,439,177 16,303,566

24,325,151 0 0 24,325,151

豆類価格安定対策事業積立資産 69,284,412 1,634,884 211,728 70,707,568
特別印刷積立資産 6,000,000 0 0 6,000,000

65,520 0 60,480 5,040
239,655,306 16,229,782 37,832,187 218,052,901

３　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

当期末残高
（うち指定正味
財産からの充
当額）

（うち一般正味
財産からの充
当額）

（うち負債に対
応する額）

1,000,000 (0) (0) (1,000,000)
99,711,576 (0) (0) (99,711,576)

16,303,566 (0) (0) (16,303,566)

24,325,151 (0) (0) (24,325,151)

豆類価格安定対策事業積立資産 70,707,568 (0) (0) (70,707,568)
特別印刷積立資産 6,000,000 (0) (6,000,000) ―

5,040 (0) (5,040) ―
218,052,901 (0) (6,005,040) (212,047,861)

消費税等の会計処理は、税込処理によっている。

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

（３）　財　　務　　諸　　表　　に　　対　　す　　る　　注　　記

固定資産の減価償却方法は、定額法によっている。

退職給付引当金は、期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額を計上している。

合　　　計

科　　　目

特定資産

科　　　目

特定資産

野菜等経営安定対策事業積立
資産

退職給付積立資産

野菜等経営安定対策事業積立
資産

ソフトウェア

野菜計画生産出荷促進対策特別
事業積立資産

特定野菜等供給産地育成価格差
補給事業積立資産

ソフトウェア

退職給付積立資産

野菜計画生産出荷促進対策特別
事業積立資産

特定野菜等供給産地育成価格差
補給事業積立資産

合　　　計



４　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円)
取得価額 減価償却累計額 当期末残高

　 ソフトウェア 302,400 297,360 5,040

備品 3,642,738 2,042,837 1,599,901
3,945,138 2,340,197 1,604,941

５　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は次のとおりである。

(単位：円)

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の記載区分

京都府 0 32,973,000 32,973,000 0 ―

農協連合会 0 6,450,000 6,450,000 0 ―

生産者等 0 6,687,720 6,687,720 0 ―

0 46,110,720 46,110,720 0

京都府 58,852,626 1,612,611 10,609,445 49,855,792 固定負債

（うち返還分） (0)

生産者 29,283,238 3,900,331 8,255,675 24,927,894 固定負債

（うち返還分） (2,950,948)
農協 7,320,816 975,082 2,063,926 6,231,972 固定負債

（うち返還分） (737,737)
市町村 21,962,424 2,925,250 6,191,756 18,695,918 固定負債

（うち返還分） (2,213,210)
117,419,104 9,413,274 27,120,802 99,711,576

京都府 10,780,560 0 2,909,508 7,871,052 固定負債

（うち返還分） (730,553)
0 4,373,365 4,373,365 0 ―

出荷団体 10,780,559 808,259 3,156,304 8,432,514 固定負債

（うち返還分） (977,347)
21,561,119 5,181,624 10,439,177 16,303,566

京都府 24,325,151 0 0 24,325,151 固定負債

24,325,151 0 0 24,325,151

その他固定資産

特定資産

科　　　目

合　　　計

ブランド推進事業

補助金

補助金等の名称

分担金

小計（返還分を含む）

野菜計画生産出荷促
進対策特別事業交付
準備金

補助金

小　　　計

野菜等経営安定対策
事業交付準備金

小　　　計

補助金

負担金１号

助成金

小計（返還分を含む）

特定野菜等供給産地
育成価格差補給事業
交付準備金

（独）農畜産業
振興機構

補助金

負担金３号



(単位：円)

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の記載区分

補助金等の名称

京都府 34,642,202 735,856 24,277 35,353,781 固定負債

（うち返還分）

生産者 9,293,996 335,444 50,555 9,578,885 固定負債

（うち返還分） (42,247)
農協 9,025,072 281,791 56,282 9,250,581 固定負債

（うち返還分） (48,296)
市町村 16,323,142 281,792 80,613 16,524,321 固定負債

（うち返還分） (72,628)

69,284,412 1,634,883 211,727 70,707,568

京都府 0 1,520,000 1,520,000 0 ―

0 1,520,000 1,520,000 0
232,589,786 62,340,501 83,882,426 211,047,861

豆類価格安定対策事
業交付準備金

合計（返還分を含む）

小計（返還分を含む）

補助金

負担金５号

指定野菜価格安定対
策事業

補助金

小　　　計



１　基本財産及び特定資産の明細

２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高引当金の明細

(単位：円)

目的使用 その他

1,000,000 0 0 0 1,000,000退職給付引当金

科　　　目

基本財産及び特定資産の明細については、（３）財務諸表に対する注記に記載している。

（４）　附　　属　　明　　細　　書

期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高



（単位：円）
場所・物量等 使用目的等 金額

Ⅰ　流通の部
　１．流動資産 2,402,007

現金預金 普通貯金　京都府信用農業協同組合連合会 運転資金として (1,916,149)
普通預金　京都銀行京都駅前支店 運転資金として (485,858)

前払費用 株式会社京都JAビル 4月分事務室賃借料 262,460
流動資産合計 2,664,467

退職給付積立資産 定期貯金　京都府信用農業協同組合連合会 契約職員2名に対する退職金支払いの財源として積み
立てている

1,000,000

野菜等経営安定対策事業積
立資産

99,711,576

普通貯金　京都府信用農業協同組合連合会 (11,575,071)
定期貯金　京都府信用農業協同組合連合会 (88,136,505)

特定野菜等供給産地育成価
格差補給事業積立資産

16,303,566

普通貯金　京都府信用農業協同組合連合会 (561,461)
定期貯金　京都府信用農業協同組合連合会 (15,742,105)

野菜計画生産出荷促進対策
特別事業積立資産

24,325,151

定期貯金　京都府信用農業協同組合連合会 (23,836,978)
定期預金　京都銀行京都駅前支店 (488,173)

豆類価格安定対策事業積立
資産

70,707,568

普通貯金　京都府信用農業協同組合連合会 (1,423,156)
定期貯金　京都府信用農業協同組合連合会 (69,284,412)

特別印刷積立資産 6,000,000

定期貯金　京都府信用農業協同組合連合会 (2,000,000)
定期預金　京都銀行京都駅前支店 (4,000,000)

ソフトウェア 公益社団法人京のふるさと産品協会 公益目的事業に供する資産 5,040
特定資産合計 218,052,901

会費調整積立資産 定期預金　京都銀行京都駅前支店 価格安定対策事業管理運営費に必要とする会費を調
整するために積立している

5,511,827

備品 パソコンほか
公益目的事業（83.3％）と法人管理(16.7%)の共用資産

1,599,901

出資金 京都府信用農業協同組合連合会 運用益を管理業務の財源に充てている 10,000
その他固定資産合計 7,121,728
固定資産合計 225,174,629
資産合計 227,839,096

Ⅱ　負債の部

　１．流動負債

未払金 4,051,940
役職員への3月分人件費未払い分 (434,169)
役職員の社会保険料の3月未払い分 (438,990)
公2・生産者に交付する補給交付金の未払い分 (12,793)
その他公益目的事業及び管理目的業務に
使用する費用の未払い分

(3,165,988)

預り金 役職員他 雇用保険料、源泉徴収税個人負担の預り金 83,004
流動負債合計 4,134,944

　２．固定負債
退職給付引当金 職員に対するもの 契約職員2名に対する退職金の支払いに備えたもの 1,000,000

前受野菜等経営安定対策事
業交付準備金

生産者等負担金 野菜等経営安定対策事業における生産者等負担金の
前受分

99,711,576

前受特定野菜等供給産地育
成価格差補給事業交付準備

生産者等負担金 特定野菜等供給産地育成価格差補給事業における生
産者等負担金の前受分

16,303,566

前受野菜計画生産出荷促進
対策特別事業交付準備金

京都府補助金 野菜計画生産出荷促進対策特別事業における京都府
補助金の前受分

24,325,151

前受豆類価格安定対策事業
交付準備金

生産者等負担金 豆類価格安定対策事業における生産者負担金の前受
分

70,707,568

固定負債合計 212,047,861
負債合計 216,182,805
正味財産合計 11,656,291

（５）　財　　産　　目　　録

ブランド推進事業の印刷資料費支出として取り崩す財
源として積み立てている

　(2)その他固定資産

令和４年３月３１日現在

貸借対照表科目

豆類価格安定対策事業の積立金として管理している資
産

野菜計画生産出荷促進対策特別事業の積立金として
管理している資産

野菜等経営安定対策事業の積立金として管理している
資産

特定野菜等供給産地育成価格差補給事業の積立金と
して管理している資産

　(1)特定資産

　２．固定資産



（単位：円）

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

54,087,662 9,413,274 5,181,624 0 1,634,884 1,520,000 17,749,782 0 71,837,444

35,973,000 1,612,611 0 0 735,856 1,520,000 3,868,467 0 39,841,467

0 2,925,250 0 0 281,792 0 3,207,042 0 3,207,042

6,687,720 3,900,331 808,259 0 335,444 0 5,044,034 0 11,731,754

農協収入 1,500,000 975,082 0 0 281,791 0 1,256,873 0 2,756,873

9,830,000 0 0 0 0 0 0 0 9,830,000

0 0 4,373,365 0 0 0 4,373,365 0 4,373,365

96,942 0 0 0 1 0 1 0 96,943

事業活動収入計 54,087,662 9,413,274 5,181,624 0 1,634,884 1,520,000 17,749,782 0 71,837,444

事業費支出 28,183,583 27,120,802 10,439,177 0 211,728 1,520,000 39,291,707 0 67,475,290

生産者補給金等支出 0 21,218,907 8,731,277 0 48,557 0 29,998,741 0 29,998,741

0 5,901,895 1,707,900 0 163,171 0 7,772,966 0 7,772,966

納付金支出 0 0 0 0 0 1,520,000 1,520,000 0 1,520,000

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ認証事業費支出 2,976,263 0 0 0 0 0 0 0 2,976,263

3,352,922 0 0 0 0 0 0 0 3,352,922

21,790,066 0 0 0 0 0 0 0 21,790,066

64,332 0 0 0 0 0 0 0 64,332

25,633,377 0 0 0 0 0 0 0 25,633,377

7,594,378 0 0 0 0 0 0 0 7,594,378

人件費支出 12,547,429 0 0 0 0 0 0 0 12,547,429

5,491,570 0 0 0 0 0 0 0 5,491,570

事業活動支出計 53,816,960 27,120,802 10,439,177 0 211,728 1,520,000 39,291,707 0 93,108,667

270,702 △ 17,707,528 △ 5,257,553 0 1,423,156 0 △ 21,541,925 0 △ 21,271,223

0 0 0 0 0 0 0 13,305,903 13,305,903

0 0 0 0 0 0 0 13,272,000 13,272,000

0 0 0 0 0 0 0 8,272,000 8,272,000

0 0 0 0 0 0 0 1,250,000 1,250,000

0 0 0 0 0 0 0 2,500,000 2,500,000

0 0 0 0 0 0 0 1,250,000 1,250,000

0 0 0 0 0 0 0 33,903 33,903

0 0 0 0 0 0 0 15,703 15,703

0 0 0 0 0 0 0 18,200 18,200

管理運営費収入計 0 0 0 0 0 0 0 13,305,903 13,305,903

0 0 0 0 0 0 0 16,985,698 16,985,698

0 0 0 0 0 0 0 154,860 154,860

0 0 0 0 0 0 0 14,349,023 14,349,023

0 0 0 0 0 0 0 2,481,815 2,481,815

0 0 0 0 0 0 0 16,985,698 16,985,698

0 0 0 0 0 0 0 △ 3,679,795 △ 3,679,795

270,702 △ 17,707,528 △ 5,257,553 0 1,423,156 0 △ 21,541,925 △ 3,679,795 △ 24,951,018

0 117,419,104 21,561,119 24,325,151 69,284,412 0 232,589,786 0 232,589,786

0 117,419,104 21,561,119 24,325,151 69,284,412 0 232,589,786 0 232,589,786

0 0 0 0 0 0 0 0 0

投資的活動収入計 0 117,419,104 21,561,119 24,325,151 69,284,412 0 232,589,786 0 232,589,786

954,800 99,711,576 16,303,566 24,325,151 70,707,568 0 211,047,861 0 212,002,661

0 99,711,576 16,303,566 24,325,151 70,707,568 0 211,047,861 0 211,047,861

954,800 0 0 0 0 0 0 0 954,800

投資的活動支出計 954,800 99,711,576 16,303,566 24,325,151 70,707,568 0 211,047,861 0 212,002,661

△ 954,800 17,707,528 5,257,553 0 △ 1,423,156 0 21,541,925 0 20,587,125

0

△ 684,098 0 0 0 0 0 0 △ 3,679,795 △ 4,363,893

20,964,337 0 0 0 0 0 0 △ 18,070,921 2,893,416

20,280,239 0 0 0 0 0 0 △ 21,750,716 △ 1,470,477

Ⅰ　事業活動収支の部

令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで

（６）　令 和 ３ 年 度 収 支 計 算 書 総 括 表 （収 支 ベ ー ス）

事業・収支区分

ブランド推進
事業

野菜等経営安定
対策事業

特定野菜等供給
産地育成価格差
補給事業

野菜計画生産出
荷促進対策特別

事業

豆類価格安定
対策事業

指定野菜価格
安定対策事業

価格安定対策
事業計

価格安定
対策管理

総計

機構助成金等

雑収入

返還金支出

情報収集提供事業費支出

１　事業活動収支の部

　事業活動収入

京都府収入

市町村収入

生産者収入

農協連合会等収入

農協収入

普及啓発事業費支出

相談・指導事業費支出

事業運営費支出

役員報酬支出

その他

事業活動収支差額

２　管理運営費収支の部

管理運営費収入

会費収入

京都府収入

市町村収入

農協連合会収入

雑収入

受取利息収入

雑収入

管理運営費支出

役員報酬支出

人件費支出

その他

その他固定資産取崩収入

管理運営費支出計

管理運営費収支差額

事業・管理運営活動収支差額

Ⅱ　投資的活動収支の部

１　投資的活動収入

特定資産取崩収入

２　投資的活動支出

特定資産取得支出

その他固定資産取得支出

投資活動収支差額

当期収支差額

次期繰越収支差額

前期繰越収支差額



１ 資金の範囲

資金の範囲には、現金預金、未収金、前払費用、未払金、預り金を含めている。

なお、前期末及び当期末残高は、下記２に記載するとおりである。

２ 次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

(単位：円)

現金預金 13,034,353 2,402,007
未収金 180,000 0
前払費用 262,460 262,460
合計 13,476,813 2,664,467

未払金 10,424,165 4,051,940
預り金 159,232 83,004
合計 10,583,397 4,134,944
次期繰越収支差額 2,893,416 △ 1,470,477

科　　　　　目 前期末残高 当期末残高

（７）　収　支　計　算　書　に　対　す　る　注　記





 第２号議案 
 
 
 
         「公益社団法人京のふるさと産品協会の会費等に関する規程」の   

      一部改正について 

 

   

   １ 改正の理由・内容 

     

  (1) 京都府酒造組合連合会の会費の変更 

    (2) 京都府米食推進協会の解散に伴い当協会(正会員)を退会 

    (3) 価格安定対策事業関係会費の記載方法の変更し会費金額を追加記載 

 

  ２  改正案 

      → 別添新旧対照表のとおり 
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公益社団法人京のふるさと産品協会の会費等に関する規程（改正案） 

                                

（目的） 

第１条 この規程は、定款第７条に定める会員が支払う会費に関する必要事項を定め、そ 

れによって公益社団法人京のふるさと産品協会（以下「この法人」という。）の事業活 動

に経常的に生じる費用に充てるための収入を安定的に確保することを目的とする。 

 

（会費） 

第２条 定款第７条に規定する正会員又は賛助会員の会費は、次に掲げるものとする。 

 (1) 正会員は、別表１及び別表２のとおりとする。 

 (2) 賛助会員は、年間２０,０００円以上とする。 

 

（会費の納入） 

第３条 会員は、毎事業年度の会費をこの法人所定の方法により、１０月末までに納入し 

なければならない。 

 

（資格喪失に伴う会員の会費納入義務等） 

第４条 会員が事業年度の途中において退会するときは、その会員であった期間に相当す 

る未納会費を納入しなければならない。 

２  この法人は、会員が納入した当該年度において納入した会費については、これを返還 

しない。 

 

（補則） 

第５条 この規程に定めるもののほか、会費等に関する必要な事項は理事会において別に 

定める。  

 

（改廃） 

第６条 この規程を改廃するときは、総会の承認を得なければならない。 

 

    附 則 

 この規程は、平成２４年４月１日から施行する。 

    附 則 

 この規程は、平成２５年５月１７日から施行し、平成２５年４月１日から適用する。 

    附 則 

 この規程は、平成２８年６月２０日から施行し、平成２８年４月１日から適用する。 

  附 則 

 この規程は、令和４年６月２０日から施行し、令和４年４月１日から適用する。 

 

 



  別表１ ブランド推進事業関係会費 

 

団  体  名 

 

金    額 

 

 京都府 

 

３,０００,０００円 

 

 農業協同組合連合会 

 

２,７００,０００円 

 

 農業協同組合 

 

１,５００,０００円 

 

 その他会員（８団体）  

（京都府森林組合連合会、京都府漁業協同組合、

京都府信用漁業協同組合連合会、京都府酒造組 

合連合会、京都青果協会、京都府卸売市場連合会

、京都府種苗協会、京都府漬物協同組合） 

 

 

 ４００,０００円 

 

      

 

  

    

 

 

 

  別表２ 価格安定対策事業関係会費 

 

団  体  名 

 

適    用 

 

 京都府 

  

 

特別運営費       ５，７７２，０００円  
 価格安定対策管理運営費の３分の１の額 

                           ２，５００，０００円  

 

 

 市町村 

  

 

 価格安定対策管理運営費の６分の１の額 

             １，２５０，０００円 

 

 

 農業協同組合連合会 

  

 

 価格安定対策管理運営費の６分の１の額 

             １，２５０，０００円 

 

 

 農業協同組合 

 

 

 価格安定対策管理運営費の３分の１の額 

                        ２，５００，０００円 

 

 



第３号議案

令和４年度会費の賦課・徴収方法について

定款第７条の規定及び会費等に関する規程により、令和４年度協会事業実施のため、下記により会

費を徴収する。

１ ブランド推進事業関係会費
（定款第４条第１項第 1号に規定するブランド推進事業関係会費）

総 額 ７,６００,０００ 円

（１）賦課方法
京都府、ＪＡ連合会、ＪＡ及びその他連合会・会員にあっては、次の額をそれぞれ負担する。

京 都 府 ３,０００,０００ 円

Ｊ Ａ 連 合 会 ２,７００,０００ 円

Ｊ Ａ １,５００,０００ 円

その他連合会・会員 ４００,０００ 円

（２）徴収方法
令和４年１０月３１日までに徴収する。

２ 価格安定対策事業関係会費
(定款第４条第１項第２号に規定する価格安定事業関係会費)

総 額 １３,２７２,０００ 円

（１）賦課方法
京都府にあっては、特別運営費（5,772千円）及び会費の対象となる価格対策管理

運営費（全体額 7,500千円）の３分の１の額 2,500千円、市町村・ＪＡ連合会にあっ
ては、会費の対象となる価格対策管理運営費の６分の１の額 1,250 千円を、ＪＡにあ
っては、会費の対象となる価格対策管理運営費の３分の１の額 2,500 千円をそれぞれ
負担する。

京 都 府 ８,２７２,０００ 円

市 町 村 １,２５０,０００ 円

Ｊ Ａ 連 合 会 １,２５０,０００ 円

Ｊ Ａ ２,５００,０００ 円

（２）徴収方法
令和４年１０月３１日までに徴収する。

３ 賛助会員会費
（定款第５条第１項第２号に規定する賛助会員の会費）

（１）賦課方法
１団体当たり ２０,０００円以上

（２）徴収方法
既加入団体にあっては、令和４年１０月３１日までに徴収し、新規加入団体に

あっては、入会後速やかに徴収する。



【参 考】

＜農産物価格安定対策事業負担金＞

１ 野菜等経営安定対策事業負担金
負担金１４,３０９,４９５円は、令和４年度において見込まれる交付予約数量野菜１,０００

トン、花き７１０千本 に係る業務方法書第６条第２項に規定する造成資金と令和３年度末残資

金との差額であって、野菜等経営安定対策事業に係る交付準備金とすることを指定した負担金。

（１）賦課方法
業務方法書第６条第２項の規定による。

（２）徴収方法
契約出荷団体、その他の負担金にあっては、京のふるさと産品協会が指定した日ま

でに徴収する。

２ 特定野菜等供給産地育成価格差補給事業負担金
負担金２,０８４,０００円は、令和４年度において見込まれる交付予約数量８２５トンに

係る業務方法書第３０条第２項に規定する造成資金と令和３年度末残資金との差額であって、

特定野菜等供給産地育成価格差補給事業に係る交付準備金とすることを指定した負担金。

（１）賦課方法
業務方法書第３０条第２項の規定による。

（２）徴収方法
対象出荷団体、その他の負担金にあっては、京のふるさと産品協会が指定した日

までに徴収する。

３ 豆類価格安定対策事業負担金
負担金４９５,０００円は、令和４年度において見込まれる交付予約数量１６８トン

に係る業務方法書第７５条第２項に規定する造成資金と令和３年度末残資金との差額

であって、豆類価格安定対策事業に係る交付準備金とすることを指定した負担金。

（１）賦課方法
業務方法書第７５条第２項の規定による。

（２）徴収方法
契約出荷団体、その他の負担金にあっては、京のふるさと産品協会が指定した日ま

でに徴収する。



第４号議案 役員の選任について      

      

  公益社団法人京のふるさと産品協会役員の選任予定者名簿（５０音順） 

 

 

理  事    内 田   隆  （京都青果協会会長） 

  

理  事    小 瀨  康 行  （京都府農林水産部副部長） 

 

  理  事    小 田  一 彦  （公益社団法人京のふるさと産品協会理事長） 

 

  理  事    小 宅  要  （公益社団法人京のふるさと産品協会参与） 

 

  理  事    宅間   敏廣  （全国農業協同組合連合会京都府本部長） 

 

  理  事    寺 井  正  （京都府市長会事務局長） 

 

  理  事    十 川  洋 美  （京都やましろ農業協同組合代表理事組合長） 

 

  理  事    中 川  泰 宏  （京都府農業協同組合中央会会長） 

 

  理  事    西 川  定 彦  （京都府町村会事務局長） 

 

 理  事    松 尾   信 一    （京都府漁業協同組合推薦） 

 

  理  事    樅 木  誠  （京都農業協同組合常務理事） 

 

   

 

  監  事    迫 沼  満 壽  （京都丹の国農業協同組合代表理事組合長） 

 

  監  事    西 川  吉 典  （公認会計士・税理士） 

 

任期：令和４年６月２０日から令和５年度に関する定時総会の終結の時まで 

 

（参考） 退任者 川 﨑  淳 司  

                     上 林  喜 寛  
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